





















エロル・ローズ Erroll F. Rhodes 先生
　思い立って、とんでもない御無沙汰を顧みずグリーンウィッチ・コネティカットにお住まいの
ローズ先生にメールでお便りしたのは一昨日のことである。その折、先生に最後にお便りしたの
が 5 年前の 2008 年の今ごろ、8 月の初めであったことに気付いた。それは、後に詳しく触れる





















れは翌年 An Annotated List of Armenian New Testament Manuscripts2 として出版され、今もアルメ
ニア語福音書テクストの基礎文献とされている。その後先生は帰国されてからアメリカ聖書協会
の研究部門を代表するメンバーとして活躍された。確か 2000 年には、New King James Version
の Introduction を書かれている 3。
　これで分かるように、ローズ先生はシカゴ大学で聖書の本文批評を専攻された聖書学者である。
Novum Testamentum4 の編集者であるクルト・アラント Kurt Aland とも親しく、また福音書研究




1　K・ワイッツマン、辻成史訳『古代・中世の挿絵芸術―その起源と展開』中央公論美術出版、2007 年。原著は K. 
Weitzmann, Illustrations in Roll and Codex: a study of the origin and method of text illustration, Princeton 19702.
2   Annual Report of Theology, Monograph Series, vol. 1, 1959, Dept. of Christian Studies, Rikkyo　Univeristy, 
Tokyo.
3  The Translators to the Reader: the Original Prefaces of the KING JAMES VERSION of 1611 Revisited, American 
Bible Society 2000 として単行本化。
































先であったかは残念ながら思い出せない。ただ、Roll and Codex は非常に内容のつまった、かな
りの量の著作であり、内容的にも、当時私がそれを読んですぐ理解できたとは思えない。それに
6   M.M. Parvis, A.P. Wikgren (eds.), New Testament Manuscript Studies, Chicago 1950. その後以下の論文













というのは、ワイッツマンは Die armenische Buchmalerei des 10. und beginnenden 11. Jahrhunderts
を 1933 年にすでに発表しており、ローズ先生もこれを参照しておられるからである。また当時
の立教大学キリスト教学科のライブラリーには、数少ない写本挿絵に関する本の中に Macler の
エチミアジンの福音書の本があった 8（今立教大学の Opac を検索してみると、Macler のほかに、
Buschhausen によるファクシミル 9 も蔵されているが、当時私の見たのは確か Macler のもので
あった）。
　因みに，当時のキリスト教学科のビザンティン美術関係の蔵書で今もよく覚えているのは、1911
年刊行の O. M. Dalton の概説書であった 10。何故これを今もよく覚えているかというと、この書に











んの師となるグラバール A. Grabar の書いたビザンティン美術の巻があった 11。
8   F. Macler, L'évangile Arménien, Paris 1920; id. Miniatures arméniennes: vies du Christ, peintures ornementales 
(Xe au XVIIe siècle), Paris 1913.
9   H. Buschhausen, Codex Etschmiadzin, Graz nd.
10  O.M. Dalton, Byzantine Art and Archaeology, Oxford 1911.
11  A. Grabar, Byzantine Painting, Geneva 1953.
5　しかし、SKIRA のシリーズ中には、「テオドロスの詩篇」からは一、二枚の挿絵しか載ってい
なったのに対し、Dalton の書には数枚が見られ、しかも欄外挿絵 marginal illustration 固有の複
雑な図像学的な関連がある程度想像出来るような解説であった。このように、11 ～ 12 世紀のビ
ザンティン写本挿絵について実に朧げな知識を元にしてではあったが、初めて読んだワイッツマ
ンの "Narrative and Liturgical Gospel Illustration" は、その思想的コンテクストはもちろん、様
式と図像学的内容の巧みな体系化、そしてそれらの対比・類似を駆使した整然たる論理の展開は、
これこそ自分の求めていた美術史学の方向だ、という確信を与えてくれた。その論文中で中心的
























































が広く認められている。例えば、1970 年代以降、ウィーンのストロッカ V. M. Strocka の指揮の
下で行われたエフェズスの、いわゆる Hanghäuser の発掘調査は、5 世紀半ばに於いても、なお
13「『物語の道筋』を歩く―その Text, Moton, Visuality」甚野尚志・益田朋幸編『ヨーロッパ中世の時間意識』













同書 10 章 35 節で、アウグスティヌスはしばしば彼を悩ませる ｢好奇心 ｣の誘惑について次のよ
うに述べる。「犬が兎を追いかけるのを円形劇場で見物するようなことはもうありませんが（古





づけたもうたあなたを賛美せずにはいられなくなりますが ……。(Pergo inde ad laudandum te, 













14  V.M. Strocka, Die Wandmalerei der Hanghäuser in Ephesus, Wien 1977.
8た考えました。忘れてはいけないことある。……」
　アンナ先生は、戦前ベルリンのフリードリッヒ・ヴィルヘルム大学において、前世紀最大の教義































15  Anna Miura-Stange, Celsus und Origenes: das Gemeinsame ihrer Weltanschauung nach den acht Büchern des 








































































































マンの下で学ぶようになった時、ウィラモヴィッツ（Ulrich von Wilamowitz-Moellendorff 二十
世紀前半に活躍したドイツの大古典文学研究者）の名前を聞いて何か懐かしいものを感じたのも、
アンナ先生のお話を聞いていたからに違いない。「ゲオルグ Stefan Georg も来て、自分の詩、朗
12
読しました。それはもう偉いなものでした」。晩年のアンナ先生の脳裏には、あるいはその夜の
ハルナック家のサロンの光景も浮かんでいたであろうか。
